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❒
主
催 

朗
読
と
文
学
の
会
＠
鎌
倉
実
行
委
員
会 

❒
共
催 

鎌
倉
共
生
の
会
、
松
戸
朗
読
と
文
学
の
会
、（
一
社
）
洸
楓
座 

❒
後
援 

鎌
倉
朝
日
新
聞
社
、
東
京
新
聞
横
浜
支
局
、 

わ
が
ふ
る
さ
と
支
援
（
株
）、
ほ
か 

 

❑
シ
ン
プ
ル
さ
と
明
快
さ 

彼
女
の
詩
は
シ
ン
プ
ル
で
明
快
な
言
葉
遣
い
が

特
徴
で
す
。
こ
れ
も
、
禅
の
教
え
に
お
け
る
シ
ン
プ

ル
さ
と
核
心
を
突
く
表
現
と
共
通
し
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
鈴
木
大
拙
の
教
え
に
あ
る
禅
の
シ
ン
プ
ル
な

表
現
は
、
茨
木
の
り
子
の
詩
の
ス
タ
イ
ル
と
共
通
し

て
い
る
と
い
え
ま
す
。 

❑
自
然
と
の
調
和 

茨
木
の
り
子
の
詩
に
は
、
自
然
と
の
調
和
や
一
体

感
が
、
多
く
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
禅
の
思

想
に
お
け
る
自
然
と
の
一
体
感
と
重
な
る
と
指
摘

で
き
ま
す
。 

結
果
、
鈴
木
大
拙
の
立
場
と
茨
木
の
り
子
の
詩
情

と
は
関
連
が
深
い
と
い
え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
境
地

は
、
禅
に
お
け
る
「
自
由
」
と
い
う
概
念
と
重
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
禅
で
の
「
自
由
」
は
、
西
洋
の

概
念
で
あ
る 

fr
ee
do
m 

や 
li
be
rt
y 

と
は
異
な

っ
て
い
る
と
の
理
解
が
要
点
で
す
。 

そ
し
て
、
禅
の
「
自
由
」
は
、
自
己
の
内
面
の
解

放
や
心
の
平
静
を
指
し
、
外
部
の
制
約
や
他
人
の
評

価
に
左
右
さ
れ
な
い
自
己
の
在
り
方
に
重
点
を
置

い
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、 

人
間
の
生
き
方
へ
の
示
唆

と
な
り
ま
す
。 

茨
木
の
り
子
の
詩
「
自
分
の
感
受
性
く
ら

い
」
や
「
倚
り
か
か
ら
ず
」
は
、
以
上
の
点
と
、

と
り
わ
け
一
致
し
ま
す
。
そ
こ
で
は
「
自
由
」

と
い
う
言
葉
は
登
場
し
ま
せ
ん
が
、
自
分
自

身
で
考
え
、
行
為
し
、
つ
く
り
上
げ
る
こ
と
を

述
べ
て
い
ま
す
。 

そ
れ
こ
そ
が
自
由
の
意
味
の
、
自
ら
に
在

り
、
自
ら
に
由
る
（
よ
る
）
こ
と
で
あ
る
わ
け

で
す
。
心
も
体
も
自
身
が
管
理
者
で
す
か
ら
、

他
者
か
ら
の
束
縛
や
規
制
か
ら
解
放
さ
れ
る

自
由
で
は
な
く
、
自
身
の
意
志
に
由
来
す
る

自
由
の
大
切
さ
、
そ
れ
へ
の
気
づ
き
を
述
べ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
禅
の
教
と
一
致
し
て
い

ま
す
。 

以
上
、
彼
女
の
詩
情
は
禅
の
自
由
と
共
鳴

＆
共
在
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。 

茨
木
の
り
子
の
詩
は
、
読
み
手
に
、
そ
し
て
読

者
で
あ
る
市
民
に
、
自
己
の
内
面
を
見
つ
め

直
し
、
真
の
自
由
を
追
求
す
る
こ
と
の
大
切

さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。
い
ま
の
時
代
で
は
身

近
に
、
い
ま
を
生
き
る
「
自
由
」
を
前
提 

と

し
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
鎌
倉
で

茨
木
の
り
子
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
こ
と
の
意

義
を
見
出
せ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？ 

Be Bold, Be Brave, Be You！ 
         Yes, We can do like as Noriko Ibaragi. 「

「愛は努力である」 
by プラトン 

【
続
き
】 

http://www.kofuza.com/html/event.html


 

 
 
 

序 

「
茨
木
の
り
子
２
０
２
４
秋
／
鶴
と
櫂
」
を
、

鎌
倉
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
鎌
倉
は
、

大
仏
、
円
覚
寺
、
建
長
寺
、
長
谷
寺
、
東
慶

寺
、
・
・
。
精
神
性
の
高
い
歴
史
都
市
で
す
。

著
名
な
作
家
が
た
く
さ
ん
住
ん
で
い
た
文
学

の
都
市
で
も
あ
り
ま
す
。
現
代
詩
の
長
女
と

評
さ
れ
る
茨
木
の
り
子
は
、
鎌
倉
に
は
住
ん
で
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
詩
情

で
は
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

茨
木
の
り
子
の
そ
の
詩
情
は
、
次
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。 

《
自
己
の
探
求
と
本
質
の
追
求
》 

《
シ
ン
プ
ル
さ
と
明
快
さ
》 

《
自
然
と

の
調
和
》
。
こ
れ
は
、
日
本
人
の
精
神
文
化
と
も
い
え
る
「
禅
の
こ
こ
ろ
」
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
茨
木
の
り
子
の
詩
の
ひ
ろ
が
り
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
の
行
事
で
は
、
朗
読
の
ほ
か
舞
踏
と
音
楽
も
取
り
入
れ
、
詩
趣
を
探
求

し
さ
ら
に
普
及
を
は
か
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
回
は
鎌
倉
の
文
学
性
と
の
関

り
か
ら
、
地
元
の
土
谷
精
作
氏
に
よ
る
「
小
泉
八
雲
の
教
え
子
た
ち
」
と
い
う

特
別
講
演
も
企
画
し
ま
し
た
。
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

企
画 

佐
藤
建
吉
（
青
柳
浩
生
） 

２
０
２
４
年
９
月
２
１
日 

    

次 

第 

 

○
日
時 

２
０
２
４
年
９
月
２
１
日
午
後
３
時
～
５
時 

○
会
場 

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
・
き
ら
ら
鎌
倉 

音
楽
室 

 

㈠ 
 

第
一
部 

湧
く
《
泉
》 

特
別
講
演 

「
小
泉
八
雲
と
教
え
子
た
ち
」 

土
谷
精
作 

㈡ 

第
二
部 

翔
ぶ
《
鶴
》 

朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
島 

邦
・
山
川
建
夫 

 

㈢ 

第
三
部 

漕
ぐ
《
櫂
》 

朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ム
ン
ロ
王
子
・
本
橋
映
子 

弾
き
語
り 

 
 
 
 
 
 
 

引
田
香
織 

舞
踏 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
浦
一
壮 

伴
奏
／
小
森
俊
明 

朗
読
／
松
島 

邦 

 
 
 

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ 

 

＃
茨
木
の
り
子 

茨
木
の
り
子
、
本
姓
・
三
浦
、
１
９
２
６
年
（
大
正

１
５
年
）
６
月
１
２
日 

–
 

２
０
０
６
年
（
平
成
１

８
年
）
２
月
１
７
日
）
は
、
日
本
の
詩
人
、
エ
ッ
セ

イ
ス
ト
、
童
話
作
家
、
脚
本
家
。
結
婚
前
は
、
宮
崎

圀
子
。
三
浦
安
信
（
医
師
）
と
１
９
４
９
年
に
結
婚
。 

１
９
５
３
年
５
月
に
「
詩
学
研
究
会
」
の
仲
間
の
川

崎
洋
と
同
人
誌
「
櫂
」
を
創
刊
。
創
刊
号
は
川
崎
洋
・

茨
木
の
り
子
の
二
人
。
二
号
か
ら
谷
川
俊
太
郎
、
三

号
か
ら
吉
野
弘
、
舟
岡
遊
治
郎
、
四
号
か
ら
水
尾
比

呂
志
が
参
加
、
そ
の
後
は
中
江
俊
夫
、
友
竹
辰
、
大

岡
信
な
ど
の
詩
人
が
参
加
。 

主
な
詩
集
に
、
『
対
話
』
『
見
え
な
い
配
達
夫
』
『
鎮

魂
歌
』『
自
分
の
感
受
性
く
ら
い
』『
倚
り
か
か
ら
ず
』

ほ
か
。
戦
時
下
の
女
性
の
青
春
を
描
い
た
代
表
作
の

詩
「
わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
」
（
１
９

５
８
年
刊
行
の
第
二
詩
集
『
見
え
な
い
配
達
夫
』
収

録
）
は
、
多
数
の
国
語
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

  

＃
佐
藤
建
吉
（
青
柳
浩
生
） 

 

茨
木
の
り
子
の
夫
、
母
、
墓
所
の
あ
る
鶴
岡
市
出
身
。

「
金
属
疲
労
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
で
工
学
博
士
取
得

（
元
千
葉
大
学
准
教
授
）
。
金
属
疲
労
に
は
結
晶
の

転
位
が
関
係
し
て
い
る
が
、
愛
と
平
和
の
あ
る
社
会

の
広
が
り
に
は
茨
木
の
り
子
の
詩
情
詩
趣
が
大
事

と
説
く
ソ
シ
オ
エ
ン
ジ
ニ
ア
。
「
で
き
る
状
況
づ
く

り
」
を
提
唱
し
、〈
課
題
〉
を
〈
チ
ャ
レ
ン
ジ
〉
に
す

る
。 

           

＃
鶴
と
櫂 

今
回
の
行
事
の
副
題
に
鶴
と
櫂
と
し
た
の
は
、
次
の

理
由
か
ら
で
す
。 

 

「
鶴
」
は
茨
木
の
り
子
の
詩
の
題
名
。「
櫂
」
は
、

茨
木
の
り
子
と
川
崎
洋
が
１
９
５
３
年
に
つ
く
っ

た
同
人
誌
の
名
称
。
船
の
櫂
と
し
て
二
人
で
漕
ぎ
出

し
た
。
こ
の
回
も
、
茨
木
の
り
子
の
普
及
の
た
め
世

界
に
漕
ぎ
出
す
と
い
う
こ
と
。 

  

＃
洸
楓
座
の
茨
木
の
り
子
の
行
事
例 

２
０
１
９
年
１
１
月
９
日
、
江
戸
川
区 

２
０
年
１
０
月
９
日
、
渋
谷
区 

２
１
年
１
２
月
２
２
日
、
港
区 

２
２
年
１
１
月
６
日
、
軽
井
沢
町 

２
２
年
１
１
月
１
７
日
、
軽
井
沢
町 

２
２
年
１
１
月
２
３
日
、
千
代
田
区 

２
３
年
６
月
１
２
日
、
北
区 

２
４
年
２
月
１
７
日
、
目
黒
区 

２
４
年
６
月
１
５
日
、
松
戸
市 

 

 
 

  



オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

主
催
者
ス
ピ
ー
チ 

 
 

朗
読
と
文
学
の
会
＠
鎌
倉
実
行
委
員
会
／
鎌
倉
共
生
の
会 

会
長 

鈴
木 

克
也 

わ
が
街
、
鎌
倉
で
朗
読
と
文
学
の
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
幸

い
で
あ
り
ま
す
。
今
回
の
共
催
団
体
に
連
ね
て
お
り
ま
す
団
体
や
メ
ン

バ
ー
と
は
交
誼
を
得
て
お
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

特
に
、
松
戸
の
朗
読
と
文
学
の
会
に

は
、
私
も
し
ば
し
ば
出
か
け
て
、
鎌
倉

の
活
動
や
展
開
を
発
表
さ
せ
て
頂
い

て
お
り
ま
す
。
昨
年
６
月
に
松
戸
の
会

を
迎
え
て
ア
ジ
サ
イ
の
瑞
泉
寺
探
訪

を
行
っ
て
以
来
、
今
年
も
鎌
倉
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
文
学
の
面
か

ら
土
谷
精
作
氏
に
小
泉
八
雲
の
関
連

を
発
表
し
て
頂
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
洸
楓
座
の
企
画
に
よ
り
、

茨
木
の
り
子
の
詩
の
世
界
を
鎌
倉
で

展
開
で
き
る
こ
と
を
嬉
し
く
存
じ
て

お
り
ま
す
。 

 企
画
者
ト
ー
ク 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

青
柳
浩
生 

鎌
倉
で
茨
木
の
り
子
の
行
事
を
行
う
意
義
に
つ
い
て 

 

茨
木
の
り
子
の
詩
情
は
、
鎌
倉
で
大
成
し
そ
こ
で
人
生
を
終
え
た
禅
研

究
の
大
家
・
鈴
木
大
拙
の
禅
の
心
に
通
じ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
最
も

深
い
背
景
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。 

彼
女
は
鎌
倉
に
住
ん
だ
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
鎌
倉
在
住
の
文

化
人
な
ど
と
の
関
わ
り
は
あ
っ
た
し
、
ま
た
近
く
の
藤
沢
市
鵠
沼
海
岸
へ

出
か
け
た
記
録
な
ど
も
あ
る
の
で
す
が
、
こ
う
し
た
係
わ
り
よ
り
は
、
禅

精
神
と
の
係
わ
り
の
方
が
、
む
し
ろ
重
要
に
な
り
ま
す
。 

こ
の
背
景
に
つ
い
て
は
以
下
の
よ
う
に
、
概
括
で
き
そ
う
で
す
。 

❑
内
面
的
な
自
由 

茨
木
の
り
子
の
詩
は
、
自
己
の
感
受
性
や
内
面
的
な
自
由
を
強
調
し
て

い
る
の
で
、
こ
れ
は
、
禅
の
思
想
に
お
け
る
心
の
解
放
や
自
由
と
深
く
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。
鈴
木
大
拙
の
教
え
で
強
調
す
る
、
心
の
束
縛
か
ら
の

解
放
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
彼
女
の
詩
に
も
通
じ
て
い
ま
す
。 

❑
自
己
の
探
求
と
本
質
の
追
求 

彼
女
の
詩
は
、
自
己
の
本
質
を
探
求
し
、
真
の
自
己
を
見
つ
め
る
こ

と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
禅
の
修
行
に
お
け
る
自
己
の
本
質

を
見
つ
め
る
過
程
と
一
致
し
ま
す
。
鈴
木
大
拙
の
禅
の
教
え
で
強
調
す

る
「
自
己
の
見
つ
め
直
し
」
は
、
茨
木
の
り
子
の
詩
情
に
も
深
く
影
響

を
与
え
て
い
る
と
言
え
そ
う
で
す
。 

 
 
 
 

【
裏
表
紙
に
続
く
】 

  

＃
朗
読
と
文
学
の
会
＠
鎌
倉
実
行
委
員
会 

 

会
長
／
鈴
木
克
也
、
副
会
長
／
小
山
勝
、 

幹
事
／
佐
藤
建
吉
・
久
保
田
賢
三 

事
務
局
長
／
槇
太 

 

＃
鎌
倉
共
生
の
会 

＃
鈴
木
克
也 

大
阪
府
出
身
。
鎌
倉
で
野
村
総
合
研
究
所
に
勤
務
、

経
営
計
画
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
担
当
、
そ
の
後
、

公
立
は
こ
だ
て
未
来
大
学
で
社
会
学
や
地
域
学
を

教
授
。
定
年
後
、
鎌
倉
に
戻
り
、
エ
コ
ハ
出
版
を
創

立
、
４
０
冊
以
上
を
出
版
。
ま
た
鎌
倉
の
歴
史
・
文

化
・
ま
ち
づ
く
り
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
＆
勉

強
会
を
「
鎌
倉
共
生
の
会
」
を
主
宰
し
、
月
例
行
事

と
し
て
活
動
し
て
い
る
。 

  

＃
松
戸
朗
読
と
文
学
の
会 

千
葉
県
松
戸
市
で
、
毎
月
水
曜
日
の
午
後
に
開
催
さ

れ
る
。
こ
れ
ま
で
通
算
で
１
１
０
回
超
の
会
を
開
催

し
て
い
る
。
堀
川
静
雄
が
遺
し
た
「
人
間
は
表
現
す

る
動
物
で
あ
る
」
を
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
い
る
。
現

会
長
の
小
山
勝
は
高
知
県
出
身
。
夜
さ
来
い
祭
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
、
同
志
と
と
も
に
実
施
。
元
住
宅
建

設
会
社
役
員
。
全
国
ふ
る
さ
と
大
使
連
絡
会
議
理
事

で
、
自
身
も
高
知
県
、
島
根
県
ほ
か
の
、
ふ
る
さ
と

大
使
で
も
あ
る
。 

h
t
tp
s:
//
ww
w.
fa
ce
bo
ok
.c
om
/g
ro
up
s/
14
69
43
4

4
7
38
15
75
9 

     

＃
久
保
田
賢
三 

 

長
野
県
出
身
。
松
戸
朗
読
の
会
の
幹
事
を
、
同
窓
の

小
山
会
長
の
下
で
行
っ
て
き
た
。
会
の
実
質
的
け
ん

引
役
。
今
回
の
鎌
倉
の
会
で
は
Ｍ
Ｃ
を
担
当
。 

  

＃
一
般
社
団
法
人 

洸
楓
座
（
こ
う
ふ
う
ざ
） 

法
人
名
の
洸
は
水
力
と
太
陽
光
を
、
楓
は
バ
イ
オ
マ

ス
と
風
力
を
、
座
は
地
熱
を
漢
字
の
ヘ
ン
と
ツ
ク
リ

か
ら
意
味
づ
け
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
を
意
図

し
て
命
名
。
そ
の
宝
庫
で
あ
る
地
方
が
疲
弊
し
て
い

る
の
で
、
地
域
快
活
を
総
合
的
プ
ロ
ヂ
ュ
ー
ス
の
た

め
、
ブ
ル
ネ
ル
、
ロ
ー
カ
ル
鉄
道
応
援
酒
「
鐵
の
道
」
、

ま
ち
な
か
大
学
院
、
茨
木
の
り
子
な
ど
の
活
動
を
展

開
し
て
い
る
。 

h
t
tp
:/
/w
ww
.k
of
uz
a.
co
m
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部 

 

湧
く
《
泉
》
き
る 

 

特
別
講
演 

「
小
泉
八
雲
と
教
え
子
た
ち
」 

土
谷
精
作 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

以
下
、
講
演
者
の
資
料
か
ら
転
載 

一 

松
江
中
学
の
ヘ
ル
ン
先
生
と
教
え
子
た
ち 

○
小
泉
八
雲
の
絶
筆
の
手
紙 

・ 

「
心
臓
発
作
で
死
去
す
る
直
前
に
教
え
子
た
ち
に
出
し
た
手
紙 

…
恐
ら
く
露
国
は
や
が
て
日
本
と
戦
う
こ
と
よ
り
他
の
何
か
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
く
は
ず
で
す
。
…
（
中
略
）
‥
・
い

や
し
く
も
諸
外
国
の
同
情
は
日
本
側
に
集
ま
り
ま
す
。
と
に
か
く
、
露
国

が
満
州
を
失
う
の
は
必
然
で
あ
る
と
私
は
考
え
ま
す
。（
梶
谷
泰
之
訳) 

  

○
松
江
中
学
時
代
の
教
え
子
た
ち 

・
「
英
語
教
師
の
日
記
か
ら
」
に
描
か
れ
た
小
豆
沢
八
三
郎 

…
小
豆
沢
は
大
柄
な
、
骨
太
の
、
見
た
と
こ
ろ
鈍
重
な
男
だ
。
顔
は
北
米

の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
似
て
い
る
。
か
れ
の
家
は
裕
福
で
な
い
。
か
れ
は
た

っ
た
一
つ
書
物
を
買
う
と
い
う
楽
し
み
以
外
に
、
金
の
か
か
る
娯
楽
は
ほ

と
ん
ど
で
き
な
い
身
分
だ
。
そ
の
本
を
買
う
に
も
、
暇
の
あ
る
時
、
自
分

で
働
い
て
金
を
稼
ぐ
の
で
あ
る
。
…
と
り
わ
け
か
れ
が
好
き
な
の
は
、
世

界
各
国
の
哲
学
と
哲
学
史
で
あ
る
。
…
（
平
井
呈
一
訳
、
以
下
同
じ) 

・
サ
ム
ラ
イ
と
評
さ
れ
た
石
原
菊
三
郎 

…
石
原
は
侍
だ
。
彼
に
は
人
並
み
外
れ
た
性
格
の
力
が
あ
り
、
ク
ラ
ス
で

も
非
常
な
人
望
が
あ
る
。
他
の
生
徒
に
比
べ
て
多
少
ぶ
っ
き
ら
棒
で
、
自 

  

分
の
考
え
を
い
つ
も
貫
く
が
、
正
直
で
男
ら
し
い
の
で
好
感
が
持
て
る
。 

石
原
は
自
分
が
思
っ
て
い
る
こ
と
を
何
で
も
言
う
。
…
私
を
批
判
し
た
こ

と
も
一
切
な
ら
ず
で
あ
る
が
、
石
原
の
方
が
間
違
っ
て
い
る
と
思
っ
た
こ

と
は
一
度
も
な
い
。
我
々 

二
人
は
た
い
そ
う
馬
が
合
う
… 

・
横
木
富
三
郎
の
死
を
悼
む
哀
切
の
思
い 

富
三
郎
は
赤
ん
坊
の
よ
う
に
爺
や
の
肩
に
手
を
回
し
た
。
房
一
は
軽
々

と
少
年
を
背
負
っ
て
、
も
う
冬
景
色
の
通
り
を
歩
い
て
行
く
。
父
親
は
房

一
の
横
に
並
ん
で
、
提
灯
を
か
ざ
し
て
道
を
小
走
り
に
急
ぐ
ま
る
。
中
学

校
は
遠
く
は
な
い
。
小
さ
な
橋
を
渡
れ
ば
す
ぐ
で
あ
る
。 

 

大
き
な
濃
い
灰
青
色
の
校
舎
は
真
夜
中
ほ
と
ん
ど
真
黒
で
あ
る
。
だ
が

横
木
の
目
に
は
し
か
と
見
え
る
。
横
木
は
自
分
の
教
室
の
窓
を
じ
っ
と
見

つ
め
る
。
屋
根
の
つ
い
た
通
用
口
を
見
る
。
幸
せ
な
四
年
間
、
あ
の
通
用

口
の
下
駄
箱
で
下
駄
を
草
履
に
履
き
か
え
た
も
の
だ
。
小
使
さ
ん
が
寝
て

い
る
部
屋
、
そ
し
て
星
空
を
背
景
に
立
つ
小
さ
な
塔
に
さ
が
っ
て
い
る

鐘
。
そ
う
し
た
校
舎
の
黒
い
シ
ル
エ
ッ
ト
を
ゆ
っ
く
り
と
見
合
わ
し
た
の

ち
後
、
横
木
は
つ
ぶ
や
い
た
。 

「
こ
げ
し
ち
ょ
う
と
、
な
ん
も
か
に
も
思
い
出
せ
ー
わ
。
わ
し
忘
れ
ち

ょ
っ
た
わ
。
そ
ー
ほ
ど
病
気
が
ひ
ど
か
っ
た
ん
だ 

わ
な
あ
。
な
ん
に
も
か

に
も
思
い
出
せ
ー
わ
。
…
…
房
市
、
お
ま
え
は
親
切
だ
な
。
わ
し
は
学
校

（
が
っ
こ
）
が
も
う
い
っ
ぺ
ん
見
ら
れ
て
本
当
に
う
れ
し
い
わ
」 

そ
し
て
ま
た
三
人
は
長
い
人
気
の
人
気
（
ひ
と
け
）
の
な
い 

夜
道
を
急

い
で
引
き
返
し
た
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

＃
土
谷
精
作 

 

早
稲
田
大
学
卒
業
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
社
会
部
記
者
、
そ
の
後

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
文
化
研
究
所
長
。
大
学
で
放
送
論
や
マ

ス
コ
ミ
論
を
講
義
。
鎌
倉
ペ
ン
ク
ラ
ブ
副
会
長
・
現

在
顧
問
。
著
作
に
『
生
き
て
い
た
サ
ム
ラ
イ
精
神—

小
泉
八
雲
と
七
人
の
明
治
人
』
等
が
あ
る
。 

                                                
 

晩年の小泉八雲 藤崎八三郎陸軍大佐 医学博士 石原喜久太郎 夭折した横木富三郎 



二 

作
家
と
教
師
の
二
足
の
草
鞋 

○
小
泉
八
雲
の
略
年
譜
か
ら
（
資
料
１
・
２
） 

・
来
日
か
ら
そ
の
死
ま
で
１
４
年
間
、
１
１
作
品

を
刊
行 

・
松
江
一
年
間
４
か
月
、
熊
本
三
年
、
帝
国
大
学

六
年
七
か
月
、
早
稲
田
大
学
七
か
月 

通
算
十
二

年 ○
使
命
感
に
厳
し
い
努
力
の
人 

 

三 

帝
国
大
学
の
小
泉
八
雲
と
教
え
子
た
ち 

○
講
義
ぶ
り
と
残
さ
れ
た
講
義
録 

・
流
れ
る
水
の
音
楽
に
た
と
え
ら
れ
た
講
義
ぶ
り 

・
講
義
後
に
講
義
録
を
読
み
合
わ
せ
た
学
生
た
ち 

○
詩
の
心
を
説
い
た
小
泉
八
雲 

・
「
赤
裸(

せ
き
ら)

の
詩(

う
た)

」
の
一
説 

私
が
真
の
詩
と
い
う
場
合
は
、
精
神
を
深
く
揺 

ゆ
さ
ぶ
り
、
人
の
心
を
動
か
す
類
の
詩
の
作
品-

—

言
い
換
え
れ
ば
、
感
情
の
詩
―
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
こ
れ
が
、
詩
の
も
つ
真
の
文
学
的
意
義
と
い
う

も
の
で
あ
る
。（
中
略
） 

日
本
の
詩
人
た
ち
も
、
完

璧
な
一
篇
の
詩
と
は
、
そ
の
作
品
を
読
ん
だ
後
に
、 

    人
の
心
に
何
か
を
―
つ
ま
り 

、
皆
さ
ん
の
身
を
打
ち
震
わ 

せ
る
よ
う
な

何
か
を
残
す
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言
明
し
て
い
る
。 

そ
れ
ゆ
え
、
み
な
さ
ん
は
、
こ
う
し
た
条
件
を
き
わ
め
て
単
純
な
言
葉

で
表
現
し
て
い
る
よ
う
な
外
国
の
詩
の
美
し
さ
も
充
分
よ
く
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
思
う
。（
中
略
） 

少
な
く
と
も
、
英
語
に
お
け
る
民
衆

の
言
葉
こ
そ
は
、
あ
る
種
の
情
感
的
な
詩
歌
に
と
っ
て
、
最
良
の
媒
介
と

な
る
も
の
で
あ
る
。
方
言
に
頼
っ
た
り
、
く
だ
け
た
口
語
体
に
ま
で
堕(

お

と)

さ
な
く
と
も
、 

非
常
に 

へ
平
易
な
、
ご
く
あ
り
ふ
れ
た
英
語
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
―
当
の
詩
人
が
心
か
ら
感
動
し
て
い
る
な
ら
ば
―

作
品
は
大
き
な
効
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

○
日
本
の
近
代
文
学
を
拓
い
た
教
え
子
た
ち 

・
土
井
晩
翠
の
『
天
地
有
情
』
と
上
田
敏
の
『
海
潮
音
』 

 
 

詩
美(

し
び)

の
郷(

さ
と)

レ
ス
ポ
ボ
ス
の
島 

お
ほ
い
な
る
文
豪
ヘ

レ
ン
う
ま
れ
し
と
こ
ろ
（
土
井
晩
翠
） 

 

秋
の
日
の 

ヴ
ィ
オ
ロ
ン
の 

た
め

い
き
の 

身
に
し
み
て 

ひ
た
ぶ
る

に 

う
ら
悲
し
… 

（
ヴ
ェ
ル
レ
ー
ヌ
・
上
田
敏
訳
） 

・
小
山
内
薫
、
川
田
順
、
厨
川
白
村 

・
日
本
近
代
文
学
の
開
花
に
貢
献 

 

  



四 

晩
年
の
小
泉
八
雲
と
早
稲
田
大
学 

○
解
雇
通
知
に
激
怒
し
た 

泉
八
雲 

・
俸
給
の
高
い
外
国
人
教
師
の
解
任
す
る
方
針 

・
突
然
の
解
雇
通
知
に
激
怒
し
た
八
雲 

○
学
生
た
ち
の
留
任
運
動 

・
留
任
を
願
い
出
た
学
生
た
ち 

・
大
学
側
の
妥
協
策
を
拒
絶
し
た
八
雲 

○
早
稲
田
大
学
で
の
小
泉
八
雲 

・
高
田
早
苗
や
坪
内
逍
遙
ら
が
話
し
合
っ
て
招
聘 

・
早
稲
田
大
学
の
雰
囲
気
を
好
ん
だ
八
雲 

○
こ
こ
で
も
錚
々
た
る
教
え
子
た
ち 

・
教
え
子
た
ち
か
ら
多
く
の
文
学
者
が
輩
出 

・
児
童
文
学
の
小
川
未
明
と
歌
人
、
書
家
、
東
洋
美
術
の
会
津
八
一 

・
早
稲
田
大
学
校
歌
の
作
者
相
馬
御
風 

 

五 

結
び
に 

○
小
泉
セ
ツ
が
語
っ
た
裏
話 

・
小
泉
セ
ツ
の
『
思
い
出
の
記
』
か
ら 

…
「
耳
な
し
芳
一
」
を
書
い
て
い
ま
す
時
の
事
で
し
た
。
日
が
暮
れ
て

も
ラ
ン
プ
を
つ
け
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
ふ
す
ま
を
開
け
な
い
で
次
の

間
、
小
さ
な
声
で
、
芳
一
芳
一 

と
呼
ん
で
見
ま
し
た
。
「
は
い
、
私
は 

  

盲
目(

め
し
い)

で
す
。
あ
な
た
は
ど
な
た
で
ご
ざ
い
ま
す
か
」
と
内
か 

ら
言
っ
て
、
そ
れ
を
黙
っ
て
い
る
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
い
つ
も
、
こ
ん

な
調
子
で
、
何
か
書
い
て
い
る
時
に
は
、
そ
の
事
ば
か
り
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
… 

・
創
作
活
動
を
支
え
た
協
力
者
の
存
在 

○
雨
森
信
成
が
語
っ
た
晩
年
の
八
雲 

・
雨
森
信
成
が
み
た
八
雲
の
姿 

…
ハ
ー
ン
は
例
の
高
い
机
で
夢
中
に
な
っ
て
帰
っ
て
い
た
。
鼻
は 

も
う

つ
か
ん
ば
か
り
で
あ
る
。
一
枚
一
枚
と
ハ
ー
ン
書
き
続
け
た
。
そ
の
途

中
ハ
ー
ン
は
ふ
と
頭
を
上
げ
た
が
、
私
が
見
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
ろ

う
。
そ
れ
は
私
が
見
慣
れ
た
ハ
ー
ン
で
は
な
く
、
別
人
の
ハ
ー
ン
で
あ

っ
た
。
そ
の
顔
面
は
ゾ
ッ
と
す
る
ほ
ど
蒼
白
で
、
大
き
な
片
眼
は
光

り
、
彼
は
さ
な
が
ら 

こ
の
世
な
ら
ぬ
何
者
か
と
情
け
を
通
じ
て
い
る
か

の
よ
う
だ
っ
た
。
… 

・
刀
を
ペ
ン
に
代
え
て
書
き
続
け
た
壮
絶
な
作
家
魂 

○
武
士
道
精
神
に
共
感
し
て
い
た
晩
年
の
八
雲 

・
サ
ム
ラ
イ
精
神
に
共
感
し
た
小
泉
八
雲 

 

・
拙
著
『
生
き
て
い
た
サ
ム
ラ
イ
精
神 

小
泉
八
雲
と
七
人
の
明
治
人
』

の
紹
介 

 

                             
 

上田敏 ハーンと小泉セツ 雨森信成 
土井晩翠 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:UedaBin.jpg


 
 

第
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部 

 

翔
ぶ
《
鶴
》 

朗
読 

 夕 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

朗
読
／
松
島
邦 

 

や
さ
し
い
月
桂
樹
よ
／
お
前
の
葉
を 

一
枚
お
く
れ 

わ
た
し
の
ま
づ
し
い
夕
餉
の
土
鍋
に
／
ひ
と
ひ
ら
／
―
ふ
つ
ふ
つ
と 

た
ぎ
る
煮
込
料
理
に
― 

高
貴
な
香
料
は
／
ふ
と/

ア
ツ
テ
イ
カ
風
に
た
ゞ
よ
い 

一
日
愚
か
な
こ
と
を
し
た
／
む
な
し
い
こ
ゝ
ろ
は
／
一
瞬
／
鳥
の 

よ
う
に
鋭
く 

放
た
れ
る 

ル
イ
ジ
ユ
ウ
ベ
に
そ
っ
く
り
な
／
太
古
以
来
の
／
へ
べ
れ
け
な 

神
は
何
処
だ
‼ 

蘇
栃
い
ろ
の
空
に
／
悲
鳴
に
似
た
声
が
残
り 

ゆ
き
く
れ
た
音
波
を 

み
ち
し
お
の
よ
う
な
暮
色
が 

ゆ
っ
く
り
ひ
た
し
は
じ
め
る
。 

   

 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き 

 
 
 
 
 

朗
読
／
松
島
邦 

庄
内
弁
で
表
現
い
た
し
ま
す
。  

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
街
々
は
が
ら
が
ら
崩
れ
て
い
っ

て
／
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
／
青
空
な
ん
か
が
見
え
た
り
し
た 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
ま
わ
り
の
人
達
が
沢
山
死
ん
だ

／
工
場
で 

海
で 

名
も
な
い
島
で
／
わ
た
し
は
お
し
ゃ
れ
の
き
っ
か

け
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た 

・
・
・ 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
わ
た
し
は
と
て
も
ふ
し
あ
わ
せ

／
わ
た
し
は
と
て
も
と
ん
ち
ん
か
ん
／
わ
た
し
は
め
っ
ぽ
う
さ
び
し
か

っ
た 

だ
か
ら
決
め
た 

で
き
れ
ば
長
生
き
す
る
こ
と
に
／
年
と
っ
て
か
ら
凄  

く
美
し
い
絵
を
描
い
た
／
フ
ラ
ン
ス
の
ル
オ
ー
爺
さ
ん
の
よ
う
に 

 
 

ね 

 

 

 

＃
松
島
邦 

 

朗
読
家
・
朗
読
講
師
・
司
会
者
・
ナ
レ
ー
タ
ー
。
鶴

岡
市
出
身
。
早
稲
田
大
学
文
学
部
演
劇
専
修
卒
、
旅

行
関
係
の
イ
ベ
ン
ト
業
務
を
経
て
朗
読
の
道
へ
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
日
本
朗
読
文
化
協
会
会
員
。
都
内
、
近
県
に
て

後
進
の
育
成
に
務
め
る
傍
ら
、
小
学
校
、
高
齢
者
施

設
等
で
の
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
続
け
る
。
鶴
岡
出

身
の
藤
沢
周
平
、
杉
村
顕
道
・
遠
藤
周
作
・
小
池
真

理
子
・
岸 

恵
子
・
平
岩
弓
枝
、
本
周
五
郎
・
小
泉

八
雲
。
ほ
か
に
朗
読
劇
／
「
一
葉
の
恋
」
「
た
け
く

ら
べ
」「
悪
女
に
つ
い
て
」「
ベ
ア
テ
若
き
日
の
エ
ポ

ッ
ク
」・「
語
り
つ
ご
う 

あ
の
日
あ
の
頃
」「
ジ
ョ
ー
・

オ
ダ
ネ
ル
戦
争
写
真
展
＆
朗
読
会
」
等
。 

 

           

       
 

わたしが一番きれいだったとき／街々はがらが

ら崩れていって／とんでもないところから／青

空なんかが見えたりした 

 

愛と平和／Designed by 一色宏 

宇宙の大愛に包まれし地球 
新しき夜明け 世界五大州の夜明け 
海は すべての生命の故郷なり 
国々の文明・文化交流の海路 

豊饒の大地は 美しき緑ひろがりて 
英知と情熱の 働く力は高まりぬ 

鳩は喜びに 清き心の羽根ひろげ 
万物の母の使いか 善美の女神なり 
優しさと 純なる魂の導きか 
真理と 知恵の翼は羽ばたけり 

”愛は努力である” とプラトンは言う 
マザー・テレサは ”Love is Action" と 
愛と思いやりの 宝座は人間生命の奥底に 
心より出ず 願いし使命は 世界の平和 



 
朗
読 

  
古
潭 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

朗
読
／
山
川
建
夫 

む
か
し
読
ん
だ
古
い
物
語
に
／
ま
た 

め
ぐ
り
あ
う 

桃
花
源
の
古

潭
／
武
陵
の
漁
師
が
あ
る
日 

谷
川
を
小
さ
な
舟
で
遡
っ
て
ゆ
き
／ 

路
の
遠
近
も
忘
れ
た
こ
ろ
／
こ
の
世
の
も
の
と
も
お
も
わ
れ
な
い
美

し
い
桃
花
に
で
あ
っ
た
／ 

・
・
・ 

そ
こ
に
一
つ
の
集
落
が
あ
り
／
の
び
の
び
と
ひ
ろ
が
る
田
畑
の
見
事

さ
／
家
並
み
の
す
が
す
が
し
さ
／
道
は
四
方
に
ゆ
き
か
い 

鶏
や
犬

の
鳴
き
か
わ
す
声
も
／
ど
こ
で
聴
く
よ
り
も
快
適
で
あ
る
／
人
は
パ

ラ
ッ
と
し
か
居
な
い
が 

老
人
も
子
供
も
／
実
に
の
び
や
か
に 

屈

託
な
げ
で 

い
い
顔
の
相
ば
か
り
／
桑
の
木
も
肥
え
て
い
る
／ 

 
 

 
 

・
・
・ 

陶
淵
明
の
「
桃
花
源
詩
な
ら
び
に
記
」
は
／
老
子
の
八
十
章
を
下
敷

に
し
て
い
る
ら
し
い
／
が 

老
子
の
は
簡
潔
き
わ
ま
り
な
い
／
桃
林

さ
え
ど
こ
に
も
な
い
／
人
口
は
す
く
な
い
に
か
ぎ
る
／ 

・
・
・ 

む
か
し
一
人
の
男
あ
り
け
り
／
女
は
桃
の
実
を
お
も
わ
せ
る 
み
ず

み
ず
し
い
躰
と
心
を
持
っ
て
い
た
／
・
・
／
男
は
少
々
飽
き
て
き
た

／
暮
し
の
す
べ
て
に 

貧
も
ま
た
相
変
わ
ら
ず
だ
／
・
・
・ 

・
・
・ 

 
 
 

髯
辺
は
や
白
々
と
な
る
こ
ろ
お
い
／
よ
う
や
く
の
思
い
で
故
山
に
帰

り
つ
け
ば
／
妻
子
は
お
ろ
か 

村
の
姿
も
跡
形
も
な
い
／ 

 
 
 
 
 

・
・
・ 

 
 
 

男
の
耳
に
女
の
言
葉
の
き
れ
ぎ
れ
が
蘇
っ
た
／ 

・
・
・ 

男
は
慟
哭
し
た
／
故
山
あ
っ
て 

村
な
し
／
立
ち
枯
れ
の
桃
の
木
あ

っ
て 

桃
果
の
ご
と
き
女
な
し
／
一
度
取
り
落
と
し
た
世
界
に
は
／ 

ふ
た
た
び
入
る
こ
と
能
わ
ぬ
を
悟
っ
て 

   

 

賑
々
し
き
な
か
の 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

朗
読
／
山
川
建
夫 

言
葉
が
多
す
ぎ
る
／
と
い
う
よ
り
／
言
葉
ら
し
き
も
の
が 

多
す
ぎ
る
／
と
い
う
よ
り
／
言
葉
と
言
え
る
ほ
ど
の
も
の
が 

無
い
／
／
こ
の
不
毛 

こ
の
荒
野
／
賑
々
し
き
な
か
の
亡
国
の 

き
ざ
し
／
さ
び
し
い
な
あ
／
う
る
さ
い
な
あ
／
顔
ひ
ん 

ま
が
る
／
／
時
と
し
て
／
た
っ
ぷ
り
充
電
／
す
っ
き
り
放
た 

れ
た
日
本
語
に
逢
着
／
身
ぶ
る
い
し
て
よ
ろ
こ
ぶ
我
が
反
応
を 

見
れ
ば
／
日
々
を
侵
さ
れ
は
じ
め
て
い
る
／
顔
ひ
ん
ま
が
る 

寂
寥
の
／
ゆ
え
な
し
と
は
せ
ず
／
／
ア
ン
テ
ナ
は
／
絶
え
ず 

受
信
し
た
が
っ
て
い
る
／
ふ
か
い
喜
悦
を
与
え
て
く
れ
る 

言
葉
を
／
砂
漠
で
一
杯
の
水
に
あ
り
つ
い
た
よ
う
な
／
忘
れ 

は
て
て
い
た
も
の
を
／
瞬
時
に
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な 

 

    

＃
山
川
建
夫 

 

東
京
都
出
身
。
慶
応
大
学
卒
業
し
て
フ
ジ
テ
レ
ビ
入

社
。
モ
ー
ニ
ン
グ
シ
ョ
ウ
司
会
の
後
、
１
７
年
後
退

社
千
葉
県
市
原
市
に
定
住
し
自
然
農
業
を
２
５
年

以
上
実
践
。
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
＆
司
会
業
の
ほ

か
朗
読
講
師
＆
執
筆
活
動
。 

             
 

ひな壇に並ぶ立候補者 9 名（朝日新聞 DIGITAL から引用） 



 

第
三
部 

 

漕
ぐ
《
櫂
》 

朗
読 

 知 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

朗
読
／
ム
ン
ロ
王
子 

Ｈ
２
Ｏ
と
い
う
記
号
を
覚
え
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
／
水
の
性
格 

本
質
を
知
っ
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
の
だ
／
／
仏
教
の
渡
来
は

１
２
１
２
年
と
暗
記
し
て
／
日
本
の
１
２
０
０
年
代
を
す
っ
か
り
解

っ
た
様
な
つ
も
り
／
／
人
の
さ
び
し
さ
も
悔
恨
も
頭
で
は
わ
か
る
／

そ
の
人
に
特
有
の
怒
髪
も
切
歯
扼
腕
も
目
に
は
見
え
る
／
し
か
し
我

が
惑
乱
と
し
て
密
着
で
き
て
は
い
な
い
の
だ
／
知
ら
な
い
に
等
し
か

ろ
う
／
／
他
の
人
に
と
っ
て
は
さ
わ
れ
も
し
な
い
／
ど
こ
か
ら
湧
く

と
も
し
れ
ぬ
私
の
寂
寥
も
ま
た
／
／
そ
れ
ら
を
一
挙
に
埋
め
る
に
は

／
想
像
力
を
ば
た
つ
か
せ
る
よ
り
な
い
の
だ
ろ
う
か
／
こ
の
翼
と
て

手
入
れ
の
わ
り
に
は
／
勁
（
つ
よ
）
く
な
っ
た
と
も 

し
な
や
か
に

な
っ
た
と
も
言
い
き
れ
ぬ
／
／
や
た
ら
に
／
わ
か
っ
た 

わ
か
っ
た 

わ
か
っ
た 

と
叫
ぶ
仁
（
ひ
と
し
）
／
わ
た
し
の
わ
っ
た
と
言
い
得

る
も
の
は 

何
と
何
と
何
で
あ
ろ
う
／
／
不
惑
を
過
ぎ
て 
愕
然
と

な
る
／
持
て
る
知
識
の
あ
い
ま
い
さ 

い
い
加
減
さ 

身
の
浮
薄
！

／
よ
う
や
く
九
九
を
覚
え
た
ば
か
り
の
／
私
の
幼
時
に
そ
っ
く
り
な

甥
に
／
そ
れ
ら
し
き
こ
と
伝
え
た
い
と 

ふ
り
か
え
り
な
が
ら
／ 

言
葉 

は
た 

と
躓
き
（
つ
ま
づ
き
） 

黙
り
込
む 

   

 
 

鍵 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 

朗
読
／
ム
ン
ロ
王
子 

一
つ
の
鍵
が 

手
に
入
る
と
／
た
ち
ま
ち
扉
は
ひ
ら
か
れ
る
／
固
く

閉
さ
れ
た
内
部
の
隅
々
ま
で
／
明
暗
く
っ
き
り
と
見
渡
せ
て
／
／
人

の
性
格
も
／
謎
め
い
た
行
動
も
／
物
と
物
と
の
関
係
も
／
複
雑
に
か

ら
ま
り
あ
っ
た
事
件
も
／
な
ぜ 

な
に
ゆ
え 

か
く
在
っ
た
か
／
ど

う
な
ろ
う
と
し
て
い
た
か
／
ど
う
な
ろ
う
と
し
て
い
る
か
／
あ
っ
け

な
い
ほ
ど 

す
と
ん 

と
胸
に
落
ち
る
／
／
ち
っ
ぽ
け
だ
が
／
そ
れ

な
く
し
て
は
ひ
ら
か
な
い
黄
金
の
鍵
／
人
が
そ
れ
を
見
つ
け
出
し
／

き
れ
い
に
解
明
し
て
み
せ
て
く
れ
た
と
き
／
あ
あ 

と
呻
く
／
私
も

行
っ
た
の
だ
そ
の
鍵
の
あ
り
か
の
近
く
ま
で
／
も
っ
と
落
ち
つ
い
て 

ゆ
っ
く
り
佇
ん
で
い
た
ら
／
探
し
出
せ
た
に
ち
が
い
な
い
／
鍵
に
す

れ
ば
／
出
会
い
を
求
め
て
／
身
を
よ
じ
っ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い

の
に
／
／
木
の
枝
に
無
造
作
に
ぶ
ら
さ
が
り
／
土
の
奥
深
く
で
燐
光

を
発
し
／
虫
く
い
の
文
献 

聞
き
流
し
た
語
尾
に
内
包
さ
れ
／
海
の

底
で
腐
食
せ
ず
／
渡
り
鳥
の
指
標
に
な
っ
て
き
ら
め
き
／
束
に
な
っ

て
空
中
を 

ち
ゃ
り
り
ん
と
飛
ん
で
い
た
り
／
／
生
き
い
そ
ぎ 

死

に
い
そ
ぐ
ひ
と
び
と
の
群
れ
／
見
る
人
が
見
た
ら
／
こ
の
世
は
ま
だ

／
あ
ま
た
の
鍵
の
ひ
び
き
あ
い
／
ふ
か
ぶ
か
と
し
た
息
づ
き
／
燦
然

と
輝
い
て
み
え
る
だ
ろ
う 

 

  
    

＃
ム
ン
ロ
王
子 

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
、
タ
ロ
ッ
ト
占
い

他
。
東
大
法
Ｔ
Ｖ
に
多
数
出
演
。
戯
曲
や
競
馬
予
想

も
行
う
多
才
多
芸
。 

                                         
 

水滴を落とした時にできたウォーター

クラウン 

金の鍵と鍵穴 



朗
読 

方
言
辞
典 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

朗
読
／
本
橋
映
子 

よ
ば
い
星 

そ
れ
は
流
れ
星
／
い
た
ち
道 

細
い
小
径
／ 

で
べ
そ 
出
歩
く
婦
人
／
こ
も
か
ぶ
り 

密
造
酒
／ 

ち
ら
ん
ば
ら
ん 
ち
り
ぢ
り
ば
ら
ば
ら
／
／ 

 の
お
く
り
／
の
や
す
み
／
つ
ぼ
ど
ん
／
ご
ろ
す
け
／
／ 

 考
え
る
こ
と
ば
は
な
く
て
／
野
兎
の
目
に
う
つ
る
／
光
の
よ
う
な
／

風
の
よ
う
な
／
つ
く
し
よ
り
素
朴
な
こ
と
ば
を
ひ
ろ
い
／ 

遠
い
親
た
ち
か
ら
の
遺
産
を
し
ら
べ
／
よ
く
よ
く
眺
め
／ 

貧
し
い
た
ん
ぼ
を
ゆ
ず
ら
れ
た
／
長
男
然
と 
灯
の
下
で
／ 

わ
た
し
の
顔
は
く
す
む
け
れ
ど
／
／ 

 炉
辺
に
ぬ
ぎ
す
て
ら
れ
た
／
お
や
じ
の
／
木
綿
の
仕
事
着
を
み
や
る

ほ
ど
に
も
／
／ 

 お
ふ
く
ろ
の
ま
が
つ
た
脊
中
を
／
ど
や
す
ほ
ど
に
も
／
／ 

 一
冊
の
方
言
辞
典
を
／
わ
た
し
は
せ
つ
な
く
愛
し
て
い
る
。 

 

  

弾
き
語
り 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き 

 
 
 

歌
＆
演
奏
／
引
田
香
織 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
街
々
は
が
ら
が
ら
崩
れ
て
い

っ
て
／
と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
／
青
空
な
ん
か
が
見
え
た
り
し

た わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
ま
わ
り
の
人
達
が
沢
山
死
ん

だ
／
工
場
で 

海
で 

名
も
な
い
島
で
／
わ
た
し
は
お
し
ゃ
れ
の
き

っ
か
け
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た 

・
・
・ 

わ
た
し
が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／
わ
た
し
は
と
て
も
ふ
し
あ
わ

せ
／
わ
た
し
は
と
て
も
と
ん
ち
ん
か
ん
／
わ
た
し
は
め
っ
ぽ
う
さ
び

し
か
っ
た 

だ
か
ら
決
め
た 

で
き
れ
ば
長
生
き
す
る
こ
と
に
／
年
と
っ
て
か
ら

凄
く
美
し
い
絵
を
描
い
た
／
フ
ラ
ン
ス
の
ル
オ
ー
爺
さ
ん
の
よ
う
に 

 
 

ね 

 

 

＃
本
橋
映
子 

 

横
浜
市
出
身
。
ピ
ア
ノ
、
チ
ェ
ロ
、
フ
ル
ー
ト
、
三

味
線
な
ど
、
音
楽
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
朗
読
会
に
多

数
出
演
。
朗
読
を
田
中
泰
子
氏
に
師
事
。
太
宰
治
、

夏
目
漱
石
、
藤
沢
周
平
、
絵
本
等
ジ
ャ
ン
ル
は
幅
広

い
。
田
中
泰
子
主
宰
の
銀
の
会
会
員
、
朗
読
と
文
学

の
会
会
員
。
お
花
も
好
き
で
学
生
時
代
に
草
原
流
師

範
取
得
。 

                

＃
引
田
香
織 

福
岡
出
身
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
。
元
ア
ニ

ソ
ン
歌
手
。
文
学
作
品
や
憲
法
に
メ
ロ
デ
ィ
を
の
せ

歌
っ
て
い
ま
す
。
茨
木
の
り
子
の
詩
を
弾
き
語
り
で

表
現
。
現
在
は
、
千
葉
の
田
園
の
一
軒
家
で
愛
児
と

新
生
活
。 

  

 

  

 

    
 



弾
き
語
り 

 
自
分
の
感
受
性
く
ら
い 

 
 
 
 
 
 

歌
＆
演
奏
／
引
田
香
織 

ぱ
さ
ぱ
さ
に
乾
い
て
ゆ
く
心
を
／
ひ
と
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
み
ず
か

ら
水
や
り
を
怠
っ
て
お
い
て 

気
難
し
く
な
っ
て
き
た
の
を
／
友
人
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
し
な
や
か

さ
を
失
っ
た
の
は
ど
ち
ら
な
の
か 

苛
立
つ
の
を
／
近
親
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
な
に
も
か
も
下
手
だ
っ
た

の
は
わ
た
く
し 

初
心
消
え
か
か
る
の
を
／
暮
し
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
そ
も
そ
も
が 

ひ
よ
わ
な
志
に
す
ぎ
な
か
っ
た 

駄
目
な
こ
と
の
一
切
を
／
時
代
の
せ
い
に
は
す
る
な
／
わ
ず
か
に
光
る

尊
厳
の
放
棄 

自
分
の
感
受
性
く
ら
い
／
自
分
で
守
れ
／
ば
か
も
の
よ 

 

舞
踏 

鶴  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

  
 

舞
踏
／
三
浦
一
壮 

朗
読
／
松
島 

邦 

伴
奏
／
小
森
俊
明 

  

鶴
が
／
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
る
／
た
っ
た
数
日
間
だ
け
の
上
昇
気
流
を
捉
え
／ 

巻
き
あ
が
り
巻
き
あ
が
り
し
て
／ 

九
千
メ
ー
ト
ル
に
近
い
峨
峨
（
が
が
）
た
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
を
越
え
る 

カ
ウ
カ
ウ
と
鳴
き
か
わ
し
な
が
ら
／
ど
う
や
っ
て
リ
ー
ダ
ー
を
決
め
る 

の
だ
ろ
う
／
ど
う
や
っ
て
見
事
な
隊
列
を
組
む
の
だ
ろ
う 

涼
し
い
北
で
夏
の
繁
殖
を
終
え
／
育
っ
た
雛
も
ろ
と
も
／ 

越
冬
地
の
イ
ン
ド
へ
命
が
け
の
旅
／
映
像
が
捉
え
る
ま
で
／ 

誰
に
も
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
／
白
皚
皚
（
は
く
が
い
が
い
）
の 

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
系
／
突
き
抜
け
る
よ
う
な
蒼
い
空
／ 

遠
目
に
も
け
ん
め
い
な
羽
ば
た
き
が
見
え
る 

な
に
か
へ
の
合
図
で
も
あ
る
よ
う
な
／
純
白
の
ハ
ン
カ
チ
打
ち
振
る
よ
う
な

／
清
冽
な
羽
ば
た
き
／
羽
ば
た
い
て
／
羽
ば
た
い
て 

わ
た
し
の
な
か
に
わ
ず
か
に
残
る
／
澄
ん
だ
も
の
が
／
は
げ
し
く
反
応
し
て 

さ
ざ
な
み
立
つ
／
今
も
／
目
を
つ
む
れ
ば
／
ま
な
か
い
を
飛
ぶ
／ 

ア
ネ
ハ
ヅ
ル
の
無
垢
な
い
の
ち
の
／
無
数
の
き
ら
め
き 

 

  

                

＃
三
浦
一
壮 

 

１
９
３
７
年
岩
手
県
生
ま
れ
の
舞
踏
家
。
早
稲
田
大

学
在
学
後
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
を
全
身
で
表
現
し
て
い

る
。
茨
木
の
り
子
の
精
神
性
の
表
現
の
た
め
特
別
出

演
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＃
小
森
俊
明 

 

作
曲
家
・
編
曲
家
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
。
東
京
藝
術
大
学

大
学
院
作
曲
専
攻
修
了
。
現
代
音
楽
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
、

異
分
野
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
多
分
野
で
活
躍
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
選
受
賞
。

芸
術
著
作
多
数
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洸
楓
座
に
よ
る
茨
木
の
り
子
の
行
事
開
催
の
ま
と
め 

『
倚
り
か
か
ら
ず
』
開
催
予
告 

茨
木
の
り
子
２
０
１
９
秋
／
倚
り
か

か
ら
ず 

   茨
木
の
り
子
２
０
２
０
秋
／
怒
る
と

き
と
許
す
と
き 

茨
木
の
り
子
２
１
２
１
冬
／
歳
月 

日
本
語
を
味
わ
う 

―
茨
木
の
り
子
の

詩
作
を
題
材
と
し
て 

防
災
食
を
味
わ
う
『
茨
木
の
り
子
の
献

立
帖
』
の
メ
ニ
ュ
ー
か
ら 

茨
木
の
り
子
２
０
２
２
冬
／
対
話 

茨
木
の
り
子&
金
澤
翔
子 

バ
ー
ス
テ

ー
記
念
イ
ベ
ン
ト
」
～ 

い
ま
二
人
の

筆
跡
か
ら
学
ぶ
こ
と 
～ 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
春 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
夏 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
秋 

茨
木
の
り
子
２
０
２
４
冬 

荘
内
日
報 

タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀

（
江
戸
川
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） 

 

東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
（
渋
谷
区
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日
仏
文
化
協
会
汐
留
ホ

ー
ル
（
港
区
） 

く
つ
か
け
テ
ラ
ス
（
中

軽
井
沢
図
書
館
）
多
目

的
室 

旧
軽
井
沢
公
民
館 

大

会
議
室
＆
調
理
室 

 
日
比
谷
図
書
文
化
館 

小
ホ
ー
ル
（
千
代
田
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） 

北
と
ぴ
あ
（
北
区
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中
目
黒
ト
ラ
イ 

松
戸
商
工
会
議
所 

鎌
倉
生
涯
学
習
セ
ン
タ
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木
の
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秋
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写
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木
の
り
子
の
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「
出
来
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状
況
づ
く
り
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と
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性
の
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木
の
り
子
か
ら
み
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女
平
等
参

画
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女
共
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参
画
と
の
関
わ
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茨
木
の
り
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故
郷
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と
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